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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 久禮文章君（学位申請者）は「ニトロゲナーゼ」と「ヒドロゲナーゼ」という生体における還元酵素に着目し、博
士課程の３年間で注目すべき成果を上げた。（Appl. Organomet. Chem. 2004, 18, 589-594、J. Am. Chem. Soc. 2005, 
127, 14366-14374、Chem. Lett. 2007, 36, 1468-1469）。これらの論文中において報告された「２つのヒドリド配位
子からの水素発生が、基質を還元するトリガーとなる反応機構」は申請者の独創的なアイデアに基づくものであり、
国内外に類似の研究は見当たらない。さらに、「ニトロゲナーゼ」と「ヒドロゲナーゼ」の反応機構の解明は生化学
のみならず合成化学・環境化学・触媒化学などに携わる多くの人々の興味を引く非常に大きな研究成果である。 
 以上のように、本論文は化学の広範な研究分野に大きなインパクトを与えるものである。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。 
